
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
恵
美
子
選

No.609
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風
つ
よ
き
十
二
月
の
街
を
オ
ー
ト
バ
イ

で
サ
ン
タ
姿
の
ピ
ザ
配
達
が
ゆ
く
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

忘
年
会
日
頃
無
口
な
あ
の
人
が
声
あ
げ

笑
う
を
楽
し
く
も
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

熟
し
柿
の
果
肉
を
つ
つ
く
ヒ
ヨ
ド
リ
の

く
ち
ば
し
の
先
黄
色
く
染
ま
る
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

飼
い
犬
の
突
然
の
我
が
家
の
重
大
ニ
ュ

ー
ス
と
な
り
て
歳
暮
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

ウ
イ
ン
ド
に
ひ
と
冬
越
え
し
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
う
す
く
れ
な
い
に
色
づ
き
て
来
る
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

短
日
を
鞍
馬
山
か
ら
貴
船
へ
と
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

吾
が
町
の
夜
空
に
聖
樹
は
や
ば
や
と
　
　
　
　
本
1

河
崎
　
シ
ズ

煌
煌
と
裸
木
に
透
け
大
使
館
　
　
　
　
　
　
　
桜
4

赤
池
せ
つ
子

夜
半
の
風
木
の
葉
の
声
と
な
り
に
け
り
　
　
　
南
2

高
橋
　
節
子

ま
な
う
ら
に
母
の
作
り
し
節
料
理
　
　
　
　
　
南
5

坂
内
　
恒
代

高
台
の
銀
杏
黄
葉
の
眩
し
か
り
　
　
　
　
　
　
本
3

中
野
　
好
一

病
む
床
に
古
里
の
雪
思
ひ
を
り
　
　
　
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

リ
ハ
ビ
リ
の
合
ひ
間
に
書
き
し
年
賀
状
　
　
　
里
　
　
田
中
ト
ミ
子

宝
く
じ
当
り
を
願
う
神
頼
み
　
　
　
　
　
　
　
三
1

吉
田
　
住
生

笑
顔
見
せ
主
人
の
入
れ
た
梅
茶
飲
む
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

お
年
玉
か
わ
り
に
貰
う
風
邪
の
菌
　
　
　
　
　
坂
2

清
水
　
葉
子

寒
風
に
街
の
刺
激
を
買
い
に
出
る
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

お
年
玉
わ
た
し
も
貰
う
八
十
五
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

困
っ
た
な
外
国
か
ら
の
風
邪
の
客
　
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

受
験
生
私
の
青
春
思
い
出
す
　
　
　
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

こ
っ
そ
り
と
独
り
暮
ら
し
を
確
か
め
に
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

県
で
は
、
県

道
な
ど
の
歩
道

で
清
掃
や
花
植

え
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
住
民
・
学
校
・
企
業
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

活
動
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
く

と
、
県
と
地
元
市
町
村
が
皆
さ
ん

の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
支
援
企
業
に
は
社

会
貢
献
の
P
R
を
お
手
伝
い
い
た

し
ま
す
。

B

要
件

蘆
清
掃
活
動
…
道
路
の
一
定
区
間

（
県
管
理
道
路
の
100
m
以
上
を
含

み
、
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て
は

県
管
理
道
路
の
半
分
以
下
）
の
清

掃
を
年
4
回
以
上
行
え
る
5
人
以

上
の
団
体

蘆
美
化
活
動
…
植
樹
帯
（
10
g
以

上
）
な
ど
に
お
い
て
花
植
え
や
水

や
り
な
ど
の
管
理
を
行
え
る
5
人

以
上
の
団
体

蘆
支
援
者
…
美
化
活
動
団
体
に
対

し
て
年
4
万
円
以
上
の
花
苗
の
支

援
を
行
え
る
企
業
な
ど

B

県
・
市
町
村
か
ら
の
支
援
内
容

q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
名
を
入
れ

た
表
示
板
を
歩
道
に
設
置
w
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
e
清
掃
用

具
の
支
給
と
貸
与
r
地
元
市
町
村

で
は
、
回
収
し
た
ゴ
ミ
を
処
理
t

支
援
者
に
対
し
て
、
現
地
に
支
援

者
表
示
板
を
設
置
す
る
ほ
か
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

申
込
み

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
県
土
整
備
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、

県
土
整
備
事
務
所
で
配
布
の
ほ
か
、

県
道
路
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/A08/B

F00/adopt/road.htm

問
合
せ

県
道
路
環
境
課
道
路
環

境
担
当
1
0
4
8
・
8
3
0
・
5

1
0
3

県
中
央
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
で

は
、
労
働
条
件
、
採
用
や
退
職
、

解
雇
、
労
務
管
理
の
改
善
な
ど
、

勤
労
者
と
経
営
者
の
労
働
に
関
す

る
悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
相
談
（
浦
和
の
み
）
も
実
施

し
て
い
ま
す
。（
予
約
制
）

日
　
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
半

〜
午
後
5
時

費
　
用

無
料

相
談
電
話
番
号

県
中
央
産
業
労

働
セ
ン
タ
ー
（
浦
和
）
1
0
4

8
・
8
2
2
・
2
4
0
8
、
同
セ

ン
タ
ー
川
口
駐
在
1
2
5
2
・
3

9
7
7

解
雇
、
配
置
転
換
、
労
働
条
件

の
引
き
下
げ
、
い
じ
め
な
ど
職
場

で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

方
、
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー
（
川
口
労
働
基
準
監
督
署

内
）
1
2
5
2
・
3
7
7
3

〜
み
ん
な
で
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
〜

日
　
時

2
月
23
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

料
理
実
習（
い
か
め
し
）

※
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

参
加
費

200
円
（
小
学
生
以
上
）

問
合
せ

栗
原
t
1
2
8
1
・
6

9
0
2

彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

埼
玉
労
働
局
「
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

学
校
給
食
を
考
え
る
会

労
働
相
談



月
31
日
の
1
年
間

募
集
人
数

150
人

応
募
方
法

2
月
25
日
（
月
）
ま

で
に
は
が
き
、
封
書
、
F
A
X
ま

た
は
E
メ
ー
ル
で
「
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
表
記
し
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
氏
名
、
ふ
り
が

な
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
応
募

動
機
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
1
0
2
｜
8
7
9
5

千
代
田

区
九
段
南
1
〜
2
〜
1
九
段
第
3

合
同
庁
舎
23
階
関
東
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課
、

F
A
X
＝
0
3
・
6
2
3
8
・
1

6
9
8
、
E
メ
ー
ル
＝m

onitor-
kanto@

rbt.soum
u.go.jp

選
考
結
果

3
月
末
日
ま
で
に
モ

ニ
タ
ー
を
お
願
い
す
る
方
に
は
通

知
お
よ
び
委
嘱
状
を
送
付
し
ま

す
。（
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
）

問
合
せ

総
務
省
関
東
総
合
通
信

局
情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

モ
ニ
タ
ー
担
当
1
0
3
・
6
2
3

8
・
1
6
7
6

日
　
時

2
月
27
日
（
水
）

場
　
所

中
央
公
民
館
　

内
　
容

「
賢
い
消
費
者
に
な
る

た
め
に
」

講
　
師

鎌
田
明
氏
（
N
P
O
法

人
全
国
送
葬
支
援
協
議
会
副
理
事

長
）

費
　
用

無
料
　

定
　
員

50
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ

同
協
議
会
鳩

ヶ
谷
支
部
　
前
田
t
1
2
8
3
・

8
3
5
7

〜
お
笑
い
の
好
き
な
人
　
こ
の
指

と
ま
れ
〜

日
　
時

3
月
9
日
（
日
）
午
後

1
時
〜
3
時

場
　
所

中
央
公
民
館

内
　
容

「
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
　
手
話
落
語
」

定
　
員

50
人

費
　
用

無
料
（
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
手
話
サ
ー
ク
ル
・

鈴
木
t
1
2
8
6
・
1
4
7
0

〜
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
〜

日
　
時

2
月
14
日

（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
半

場
　
所

市
役
所

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
矢
作
t
1
2

8
1
・
3
0
5
2

日
　
時

2
月

15
日
（
金
）
午

後
6
時
半
開
演

場
　
所

市
民

セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

内
　
容

「
落
語
協
会
」
と
「
芸

術
協
会
」
の
競
演
会

出
演
者

柳
家
小
団
治
、
三
遊
亭

左
圓
馬
、
鏡
味
仙
花
（
太
神
楽
）、

古
今
亭
錦
之
輔
、古
今
亭
志
ん
公
、

春
風
亭
一
左

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

総
務
省
で
は
、
今
後
の
電
気
通

信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
20

年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

関
東
1
都
6
県
お
よ

び
山
梨
県
に
在
住
し
、
電
話
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以

上
の
方
で
、
次
の
活
動
を
行
う
こ

と
が
可
能
な
方
。（
総
務
省
お
よ

び
電
気
通
信
事
業
者
に
勤
務
経
験

の
あ
る
方
な
ら
び
に
そ
の
家
族
を

除
く
）

活
動
内
容

q
総
務
省
が
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

（
年
2
回
・
全
員
）
w
総
務
省
が

開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席（
年
1
回
・
別
途
出
席
を
依
頼
）

※
謝
礼
有
り

委
嘱
期
間

4
月
1
日
〜
21
年
3

（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

対
　
象

市
内
在
住
在
勤
者

種
　
目

q
男
子
・
女
子
各
ダ
ブ

ル
ス
（
C
ク
ラ
ス
）、
w
男
子
・
女

子
各
ダ
ブ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）、
e

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
q
w
合
同
）

費
　
用

男
女
各
1
組
2
0
0
0

円（
中
・
高
校
生
は
1
0
0
0
円
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
ペ
ア

ー
2
人
分
）
を
記
入
し
、
〒
3
3

4
｜
0
0
0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町

3
〜
2
〜
9
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
・
阿
部
t
へ
※
2
月
15
日
必
着

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
　
阿
部

t
、
1
2
8
1
・
4
3
9
7

日
　
時

2
月
17
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

場
　
所

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
所

費
　
用

1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
t
1
2
8
5
・
8

1
7
1

日
　
時

3
月
2
日
（
日
）
※
予

備
日
3
月
20
日
（
祝
・
木
）

場
　
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

11
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シ
ロ
イ
ル
カ
が
観
客
に
向
か

い
、大
き
な
丸
い
泡
を
吐
き
出
す
。

こ
ん
な
C
M
を
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
島
根
県
浜
田
市
に
あ

る
「
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク
ア

ス
」
の
シ
ロ
イ
ル
カ
た
ち
で
、

「
島
根
の
お
じ
様
」、「
幸
せ
の
バ

ブ
ル
リ
ン
グ
」で
有
名
と
な
っ
た
。

シ
ロ
イ
ル
カ
は
、
口
周
辺
の
筋

肉
が
発
達
し
て
お
り
、
口
を
す
ぼ

め
て
水
を
吐
き
出
す
こ
と
が
得
意

な
の
だ
そ
う
だ
。
C
M
開
始
前
か

ら
幸
せ
を
呼
ぶ
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
と

評
判
で
、
ア
ク
ア
ス
に
は
沢
山
の

幸
せ
体
験
の
メ
ー
ル
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

昨
年
は
、
年
金
や
食
品
偽
装
問

題
な
ど
が
相
次
ぎ
、
疑
心
暗
鬼
の

中
で
新
年
を
迎
え
た
。

今
、
平
成
20
年
度
の
予
算
審
査

が
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。
歳
入
の

大
幅
増
は
望
む
べ
く
も
な
い
が
、

福
祉
や
教
育
、
環
境
対
策
等
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
合

併
問
題
も
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
。
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
い
た
だ
い
た
要
望
等
を
踏
ま

え
、
充
実
し
た
予
算
を
組
み
た
い

と
決
意
し
て
い
る
。

立
春
も
間
近
か
。
ぜ
ひ
、「
島

根
の
お
じ
様
」
の
シ
ロ
イ
ル
カ
た

ち
に
逢
っ
て
、
明
る
い
市
政
を
展

望
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
年
一
年
、
市
民
の
皆
様
の
幸

せ
を
祈
り
、
幸
せ
の
バ
ブ
ル
リ
ン

グ
を
思
い
描
い
て
い
る
。

幸
せ
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ

将
棋
大
会

「
笑
草
会
」
に
よ
る
手
話

落
語
の
人
権
学
習
会

フ
レ
ン
ド
リ
ー

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

第
27
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

N
P
O
法
人
葬
送
セ
ミ
ナ
ー

献
血
の
お
知
ら
せ

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◎

19
年
12
月
23
日
に
開
催
さ
れ

た
「
お
か
め
市
」
で
、
ユ
ニ
セ

フ
募
金
鳩
ヶ
谷
会
場
（
久
米
隼

代
表
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
募
金
活
動
を
行
い
、
募

金
総
額
は
6
万
2
7
6
4
円
で

し
た
。

こ
の
募
金
は
、
7
日
本
ユ
ニ

セ
フ
協
会
を
通
し
て
ユ
ニ
セ
フ

本
部
へ
送
ら
れ
、
予
防
接
種
・

初
等
教
育
等
の
支
援
事
業
に
使

わ
れ
ま
す
。

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集


